
2016年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL31816B16）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

エクアドル H105 看護師 個別 交替
2代目 2年 ・2017/1 ・2017/2 ・

2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

インバブーラ県庁

2）配属機関名（日本語）

インバブーラ県慈善財団

3）任地（ インバブーラ県イバラ市 ） JICA事務所の所在地（ キト市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

インバブーラ県慈善財団は県内の社会的弱者を優先に、県民の生活向上のため、保健医療分野においては、啓発・予防
などの社会プログラムを実施している。現在、特に青少年を対象とした巡回医療チームによる学校巡回プロジェクトを
実施し、学校給食や学校福祉、中等・高校での性教育や視聴覚障害児への特別支援教育などのキャンペーンを展開して
いる。年間予算は、約100万ドル。2014年7月から2年間、活動した看護師の後任ボランティアが求められている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

インバブーラ県慈善財団は県内において様々なプロジェクトを実施してきたが、特に学齢児童の保健医療支援を重視し
ており、2台の医療巡回車によって、県内農村部の40校を巡回し、医療チーム(医師、看護師他)が約4,000人の学童の診
察、検査、歯科健診、緊急処置などを行ってきている。これに加え、各学校で保健衛生全般に関する予防教育も行った。
学校給食プログラムでは、対象校に対して、米、豆、野菜などの食糧支援と、教員と保護者に対する栄養改善、生活習
慣病予防対策、食品衛生に関する啓発活動を行ってきている。配属先では、2年間に亘る看護師JVの活動が高く評価さ
れており、これまでの地域巡回保健サービスをさらに充実、強化していくためにも看護師ボランティアの支援が求めら
れている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 巡回医療チームの実施する地方村落部での医療活動に協力する。
2. 巡回医療チームとともに、巡回先学校において保健衛生教育を計画・実施する。
3. 学校給食プログラムにおいて、教員・保護者に対する栄養講座の実施に協力する。
4. 上記活動に係る研修・講座用の教材作成を支援する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

巡回医療車、基礎的な医薬品、基本的な検診機材

4）配属先同僚及び活動対象者

プロジェクト・コーディネーター:女性、40歳代
医師、女性、30歳代、経験11年
歯科医師、女性、30歳代、経験11年
看護師、女性、30歳代
看護助手:女性、40歳代
その他学生研修生、20から25歳、女性が多い。

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（看護師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：住民への指導が求
められる。

[参考情報]：

　・保健師資格があると望ましい。

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（高地地中海性気候）　気温：（10～20℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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